
仕　様　書

品　名　ＥＰＭ１２７０Ｔ１４４Ｃ５

　開発支援ボ－ド

型　番　１２７０ＰＣＢ－２００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（株）ミクロ電子システム



説　明　書

ＣＰＬＤの回路実験時に実装ミスやピンの入出力配線の煩雑さ、さらにＭＡＸⅡ動作安定化のため多層基

板化・レベルシフタ－等が組み込めるようにフリ－ボ－ド部を用意しました。

特徴と説明

　　１）必要最小限の部品実装での出荷が可能です。

　　　　基板実装スペ－スは実装指示書にて出荷致します。（フリ－ボ－ド部は除く）

　　　　部品実装部は基本回路以外の必要なもののみ当社で実装後、出荷致します。

　　　　別紙の実装指示書にてご指示下さい。

　　２）外部電源からＶＣＣＩＮＴ・ＶＣＣＩＯに電源の供給ができます。

　　　　インタ－フェース電源が異なる場合、各バンクの電源を外部から供給できます。

　　　　ＶＣＣＩＮＴ電源の容量不足・電源電圧の変更に対して電源を外部から供給できます。

　　３）外部機器からクロックを供給できます。

　　４）クロック発生器の実装箇所が２回路あります。そのうちの１回路は２０ＭＨｚ発生器をすでに装備して

　　　　います。

５）電源レギュレ－タは可変定電圧ＩＣ　ＬＭ３１７により１．８Ｖ、２．５Ｖ、３．３Ｖのいずれかの電圧選択

が抵抗の定数を変更することにより可能です。

　　　　ＶＣＣＩＯ電源はジャンパ－によりＶＣＣＩＮＴ電源もしくは外部電源のいずれかを選択できます。

　　６）３．３Ｖで外部のインタフェ－ス等に電源を供給する場合のためにＤＣ－ＤＣコンバ－タが実装でき、

最大２Ａの電流を使用できます。

　　７）１４４Ｐバス接続コネクタ－により１個のコネクタ－ですべての信号入出力を外部に引き出せ、あわ

せて５０Ｐ（３４Ｐ）のコネクタ（ＣＮ１・２・３）並列に使用することにより回路の拡張ができます。

　　８）ボ－ド上にレベルシフタ－等の構築用フリ－部を設けており、ＳＯＰ－ＩＣを５個まで実装ができ、フ

　　　　リ－ラウンドを利用することにより外部回路に接続できます。更に裏面にはＳＳＯＰ－ＩＣも実装でき

　　　　ます。（注意　ＳＯＰとＳＳＯＰの同位置における同時使用は出来ません。）

接続コネクタ－の説明

　　ＣＮ１

　　　　オムロン　５０Ｐコネクタ－

　　　　　　ＩＯピンのＢ１の１～３２とＢ４の３７～６８までが接続され、ＣＮ４のＡ列と並列接続されて

　　　　　　います。

　　ＣＮ２

　　　　オムロン　５０Ｐコネクタ－

　　　　　　ＩＯピンＢ４の６９～７２とＢ３の７３～１０８、Ｂ２の１０９～１２７、までが接続され、ＣＮ４のＢ列と

並列接続されています。



　　ＣＮ３

　　　　オムロン　３４Ｐコネクタ－

　　　　　　ＩＯピンＢ２の１２９～１４４とＪＴＡＧ端子以外の特殊ピン（クロック・電源等）が接続されて

　　　　　　います。

　　　　　　また、１～１４番ピンはＪＰ２～１５をそれぞれショ－トすることによりＣＮ４のＣ列のＣ１～

14に並列接続されます。

その他電源の接続端子２１～２８・３０・３１はＣＮ４の説明をご覧下さい。

　　ＣＮ４

　　　　ヒロセ１４４Ｐコネクタ－

　　　　　　Ａ列・Ｂ列にてＩＯピンＢ１・Ｂ２・Ｂ３・Ｂ４が並列接続されています。

　　　　　　Ｃ列の１～１４番はＩＯピンＢ２の１２９～１４４までのＪＰ２～ＪＰ１５をそれぞれショ－ト

することにより並列接続となります。

　　　　　　ＪＰ２～１５までが開放のときはフリ－基板部Ｎｏ１５～２８のラウンドのみが信号の入出力と

なります。

　　　　　　Ｃ列の２１～３４はフリ－基板部Ｎｏ１～１４のラウンドが信号入出力となります。

　　　　　　Ｃ列の１５～２０は　クロック・ＩＮＰＵＴ/ＧＣＬＲｎ・ＩＮＰＵＴ/ＯＥ１ピンでＣＰＬＤとＣＮ３と並列

　　　　　　接続されています。

　　　　　　Ｃ列の３５・３６はＶＣＣＩＯのバンク１の外部電源供給端子となります。

　　　　　　インタフェ－スの都合でＶＣＣＩＮＴと異なる場合は本端子から電源供給できます。

　　　　　　但し、ＪＰ１６は開放して下さい。（ＣＮ３　２１・２２と並列接続です。）

　　　　　　Ｃ列の３７・３８はＶＣＣＩＯのバンク２の電源供給端子となります。

　　　　　　インタ－フェ－スの都合でＶＣＣＩＮＴと異なる場合は本端子から電源供給できます。

　　　　　　但し、ＪＰ１７は開放して下さい。（ＣＮ３　２３・２４と並列接続です。）

　　　　　　Ｃ列の３９・４０はＶＣＣＩＯのバンク３の電源供給端子となります。

　　　　　　インタ－フェ－スの都合でＶＣＣＩＮＴと異なる場合は本端子から電源供給できます。

　　　　　　但し、ＪＰ１８は開放して下さい。（ＣＮ３　２５・２６と並列です。）

　　　　　　Ｃ列の４１・４２はＶＣＣＩＯのバンク４の電源供給端子となります。

　　　　　　インタ－フェ－スの都合でＶＣＣＩＮＴと異なる場合は本端子から供給できます。

　　　　　　但し、ＪＰ１９は開放して下さい。（ＣＮ３　２７・２８と並列です。）

　　　　　　Ｃ列の４３・４４はＶＣＣＩＮＴの外部電源供給端子となります。

　　　　　　本体の電源部を使用しない場合ＶＣＣＩＮＴは本端子から供給できます。

　　　　　　但し、ＪＰ１をショ－トし、更にＪＰ２４・２５は開放して下さい。

（ＣＮ３　３１・３２と並列です。）逆に使用すれば内部電源を外部に供給できます。

この場合は使用している電源部のＪＰ２４・２５をショ－トします。



　　ＣＮ５

　　　　オムロン　１０Ｐ　Ｊ－ＴＡＧ端子

　　　　　　パソコンの並列ポ－トからダウンロ－ドケ－ブルを経由して接続して下さい。

　　　　　　　使用ピン

１　ＴＣＫ　　２．２Ｋでプルダウン

　　　　　　　　　２　ＧＮＤ

　　　　　　　　　３　ＴＤＯ　　４．７Ｋでプルアップ

　　　　　　　　　４　電源　　　ＶＣＣＩＮＴに接続

　　　　　　　　　５　ＴＭＳ　　４．７Ｋでプルアップ

　　　　　　　　　６　ＮＣ

　　　　　　　　　７　ＮＣ

　　　　　　　　　８　ＮＣ

　　　　　　　　　９　ＴＤＩ　　４．７Ｋでプルアップ

　　　　　　　　１０　ＧＮＤ

　　ＣＮ６

　　　　日本圧着　Ｌ型　３Ｐ

　　　　　　増設電源コネクタ－

　　　　　　　　電源を外部から供給されるときに使用して下さい。

　　　　　　　　ＪＰ２４・ＪＰ２５開放にして下さい。

　　　　　　　　（注意　外部機器に電源を供給する場合は稼動内部電源の

ジャンパ－ピンをショ－トして使用します。）

　　ＣＮ７

　　　　マル信無線　２Ｐ

　　　　　　電源供給コネクタ－

　　　　　　　　付属ＤＣアダプタ－の出力を接続して下さい。



ジャンパ－ピンの使い方

　　ＪＰ１

　　　　外部コネクタ－ＣＮ３　３１・３２、ＣＮ４　Ｃ４３・４４に電源を供給する場合にショ－トして下さい。

　　　　またはボ－ド電源ＩＣ３（ＬＭ３１７）、ＩＣ４（ＤＣ－ＤＣコンバ－タ）を使用しない（ＪＰ２４・２５オ－プン）

時は外部電源にて動作します。

　　ＪＰ２～１５

　　　　ＣＮ３　１～１４の信号をＣＮ４のＣ列の１～１４に接続されます。

　　ＪＰ１６

　　　　２－１　ショ－ト　内部電源ＶＣＣＩＮＴ電源がバンク１に接続されます。

　　　　２－３　ショ－ト　外部電源入力　ＣＮ３　２１・２２、ＣＮ４　Ｃ３５・３６からの入力電源がバンク

１-ＶＣＣＩＯに接続されます。

　　ＪＰ１７

　　　　２－１　ショ－ト　内部電源ＶＣＣＩＮＴ電源がバンク２に接続されます。

　　　　２－３　ショ－ト　外部電源入力　ＣＮ３　２３・２４、ＣＮ４　Ｃ３７・３８からの入力電源がバンク

２-ＶＣＣＩＯに接続されます。

　　ＪＰ１８

　　　　２－１　ショ－ト　内部電源ＶＣＣＩＮＴ電源がバンク３に接続されます。

　　　　２－３　ショ－ト　外部電源入力　ＣＮ３　２５・２６、ＣＮ４　Ｃ３９・４０からの入力電源がバンク

３-ＶＣＣＩＯに接続されます。

　　ＪＰ１９

　　　　２－１　ショ－ト　内部電源ＶＣＣＩＮＴ電源がバンク４に接続されます。

　　　　２－３　ショ－ト　外部電源入力　ＣＮ３　２７・２８、ＣＮ４　Ｃ４１・４２からの入力電源がバンク

４-ＶＣＣＩＯに接続されます。

　　ＪＰ２０

　　　　２－１　ショ－ト　内部発振機Ｘ１出力がＣＰＬＤのピン１８（ＩＯ／ＧＣＬＫ０）に接続されます。

　　　　２－３　ショ－ト　外部発振入力　ＣＮ３　１５、ＣＮ４　Ｃ１５　発振入力がＣＰＬＤのピン１８（ＩＯ

　　　　　　　　　　　　　　／ＧＣＬＫ０）に接続されます。

　　ＪＰ２１

　　　　２－１　ショ－ト　内部発振機Ｘ１出力がＣＰＬＤのピン２０（ＩＯ／ＧＣＬＫ１）に接続されます。

　　　　２－３　ショ－ト　外部発振入力　ＣＮ３　１６、ＣＮ４　Ｃ１６　発振入力がＣＰＬＤのピン２０（ＩＯ

　　　　　　　　　　　　　　／ＧＣＬＫ1）に接続されます。



　　ＪＰ２２

　　　　２－１　ショ－ト　内部発振機Ｘ２出力がＣＰＬＤのピン８９（ＩＯ／ＧＣＬＫ２）に接続されます。

　　　　２－３　ショ－ト　外部発振入力　ＣＮ３　１７、ＣＮ４　Ｃ１７　発振入力がＣＰＬＤのピン８９（ＩＯ／ＧＣＬ

Ｋ２）に接続されます。

　　ＪＰ２３

　　　　２－１　ショ－ト　内部発振機Ｘ２出力がＣＰＬＤのピン９１（ＩＯ／ＧＣＬＫ３）に接続されます。

　　　　２－３　ショ－ト　外部発振入力　ＣＮ３　１８、ＣＮ４　Ｃ１８　発振入力がＣＰＬＤのピン９１（ＩＯ

　　　　　　　　　　　　　　／ＧＣＬＫ３）に接続されます。

　　　　Ｘ２水晶発振子の指定できる周波数は下記の中から選択してください。

　　　　　　在庫状態により納期が変動する場合があります。（タイプ　ＡＴ－４１）

　　　　　　3.579545ＭＨｚ　・　4.0ＭＨｚ　・　4.194304ＭＨｚ　・　6.0ＭＨｚ　・　8.0ＭＨｚ　・　10.0ＭＨｚ

　　　　　　14.31818ＭＨｚ　・　16ＭＨｚ　・　16.9344ＭＨｚ　・　18.432ＭＨｚ　・　20.0ＭＨｚ

　　　　　　24.576MHz　・　27.0ＭＨz　　・　32.768ＭＨｚ

　　ＪＰ２４

　　　　内部電源　ＬＭ３１７電源を使用するときにショ－トして下さい。

　　　　ＬＭ３１７　抵抗Ｒ５・Ｒ６により設定された電源電圧をＶＣＣＩＮＴに送ります。

　　　　但し、電源容量は　300ｍＡ以下でご利用下さい。

　　　　　　（注意　熱が発生します。やけど等に注意して下さい。）

　　　　　　　　ＶＣＣＩＮＴの電圧は1.8Ｖ、2.5Ｖ、3.3Ｖの中から選択して下さい。

　　　　　　　　デフォルト設定は3.3Ｖです。

　　　　　　　　設定値は次の定数になります。

　　　　　　　　　　　３．３Ｖ　　Ｒ５　２４０Ω　　　Ｒ６　　３９０Ω

　　　　　　　　　　　２．５Ｖ　　Ｒ５　２４０Ω　　　Ｒ６　　２４０Ω

　　　　　　　　　　　１．８Ｖ　　Ｒ５　２２０Ω　　　Ｒ６　　１００Ω

　　ＪＰ２５

　　　　内部電源　ＤＣ－ＤＣコンバ－タ（ＢＳＩ－３．３Ｓ２ＲＯＦＭ）電源を使用するときにショ－トして下さい。

　　　　電源容量は最大２Ａです。

　　　　外部回路に電源供給する場合またフリ－ボ－ド回路で電源消費が多い時は出来る限りＤＣ－ＤＣコ

ンバ－タを使用して下さい。



付属品

　　ジャンパ－ピン（短絡ソケット　ＸＪ８Ａ－０２１１）　　２５個

　　ＡＣ電源アダプタ－

　　　入力　ＡＣ－１００Ｖ　　　出力　ＤＣ５Ｖ　２Ａ

　注意　ＡＣアダプタ－電源の電圧はＤＣ５Ｖで入力してください。

　　　　　ＤＣ５Ｖ以上の入力電圧ではＬＭ３１７の発熱量が大きくなります。
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実装番号 メーカー 品　　　番 数量 実装状態 変更項目 実装費用 備　　　　　　考

ＩＣ１ アルテラ ＥＰＭ１２７０Ｔ１４４Ｃ５ 1 実装済み

ＩＣ２ テキサス ＳＮ７４ＬＶ００ＡＮＳ 1 実装済み

ＩＣ３
ナショナル
セミコンダクタ

三端子　ＬＭ－３１７ＭＤＴ 1 実装済み

ＩＣ４ ベルニクス ＤＣ－ＤＣ　ＢＳＩ－３.３Ｓ２Ｒ０ＦＭ 1 3,300

Ｘ１ 水晶振動子　２０.０００ＭＨｚ 1 実装済み

Ｘ２ 水晶振動子 1 400 周波数を指定して下さい。

ＣＮ１ ヒロセ
ＨＩＦ３ＦＣＡ－５０ＰＡ－２.５４ＤＳＡ
５０Ｐ　縦型

1 300

ＣＮ２ ヒロセ
ＨＩＦ３ＦＣＡ－５０ＰＡ－２.５４ＤＳＡ
５０Ｐ　縦型

1 300

ＣＮ３ オムロン ＸＧ４Ｃ－３４３１　３４Ｐ　縦型 1 300

ＣＮ４ ヒロセ ＦＸ１－１４４Ｓ－１.２７ＤＳ １４４Ｐ 1 3000

ＣＮ５ オムロン ＸＧ４Ｃ－１０３１　１０Ｐ　縦型 1 実装済み

ＣＮ６ 日本圧着端子 ＢＳ３Ｐ－ＳＨＦ－１ＡＡ　３Ｐ　Ｌ型 1 実装済み

ＣＮ７ マル信無線電機 ＭＪ－１７９Ｐ　２Ｐ　Ｌ型 1 実装済み

Ｃ９，１０ 村田 温度保障コンデンサー　３３ＰＦ 2 実装済み

Ｃ１１，１２ 村田 温度保障コンデンサー　３３ＰＦ 2
御指定が無ければ３３ＰＦが
実装されます。

Ｃ４，５ 村田 積セラ　１０４ 2 実装済み

Ｃ１，３，７，１３ 村田 積セラ　１０４ 4 実装済み

Ｃ１５，１６，１８
２１，２２，２４
２５，２７～３１

村田 積セラ　１０５ 12 実装済み

Ｃ２ ＥＬＮＡ タンタル　１００Ｍ１６Ｖ 1 実装済み

Ｃ６ ＥＬＮＡ タンタル　　４.７Ｍ１６Ｖ 1 実装済み

Ｃ８ ＥＬＮＡ タンタル　３３０Ｍ６.３Ｖ 1 実装済み

Ｃ１４，１７，１９
２０，２３，２６
３２，３３

ＥＬＮＡ タンタル　　１０Ｍ１６Ｖ 8 実装済み

Ｒ１，２ 釜屋電機 チップ抵抗　１／１６　　３３Ω 2 実装済み

Ｒ３，４ 釜屋電機 チップ抵抗　１／１６　　３３Ω 2
御指定が無ければ３３Ωが
実装されます。

Ｒ５ 釜屋電機 チップ抵抗　１／１６　２４０Ω 1 ２４０Ω

Ｒ６ 釜屋電機 チップ抵抗　１／１６　３９０Ω 1 ３９０Ω

Ｒ８ 釜屋電機 チップ抵抗　１／１６　１ＭΩ 1 実装済み

Ｒ７ 釜屋電機 チップ抵抗　１／１６　１ＭΩ 1
御指定が無ければ１ＭΩが
実装されます。

Ｒ９ 釜屋電機 チップ抵抗　１／１６　２.２ＫΩ 1 実装済み

Ｒ１０～１２ 釜屋電機 チップ抵抗　１／１６　４.７ＫΩ 1 実装済み

Ｒ１３ 釜屋電機 チップ抵抗　１／１６　５１０Ω 1 実装済み

ＬＥＤ１ スタンレー チップＬＥＤ　ＢＲ１１１２Ｈ　赤 1 実装済み

Ｄ１ ローム チップダイオード　ＤＡＰ２０２Ｕ 1 実装済み

Ｄ２ ローム チップダイオード　ＤＡＮ２０２Ｕ 1 実装済み

ＪＰ１ オムロン ＸＪ８Ｃ－０２１１　２Ｐ　 1 実装済み

ＪＰ２～８，９～１５ オムロン ＸＪ８Ｃ－１４１１　１４Ｐ　 2 実装済み

ＪＰ１６～２３ オムロン ＸＪ８Ｃ－０３１１　３Ｐ　 8 実装済み

ＪＰ２４，２５ オムロン ＸＪ８Ｃ－０４１１　４Ｐ　 1 実装済み

*　改善のため部品等は変更される場合があります。

実　装　依　頼　書　　－－開発支援ボ－ド（１２７０ＰＣＢ－２００）－－

三端子・ＤＣ－ＤＣコンバータ
の何れかを指定して下さい。

三端子を御指定の場合は
出力電圧を指定して下さい。
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